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「住民投票」についての議論のまとめ（H21.11.20 現在の到達点） 

～第３回・第４回自治基本条例検討委員会での議論より 

 
住民投票のイメージについて自由に意見交換を行った 

 
【なぜ住民投票が必要なのか】 
・ 市民の声が議員だけでは吸い上げられない 
・ 本当に市民意見が吸い上げられているか不安 
・ 議題によっては住民投票が必要 
・ 市民の声を聞く仕組みとして有効 
・ 市民が意思表示することが必要 
 
【住民投票の位置づけについて】 
・ 住民投票は伝家の宝刀。将来を二分するような大きなテーマのときに行うべき。 
・ 安易に実施すべきでない。 
 
【住民投票に至る前に必要な市民参加の仕組み】 
・ 議会も行政も市民と対話する仕組み。 
・ 市民の意見と行政との間を埋める仕組みが必要。 
・ 住民からの意見がどういう順に反映されるか⇒苦情への応答義務 
・ しっかりとした仕組み、手順があれば住民投票の必要性が薄れる。 
・ オープンスクエアのように市民が参加し意見を述べる（行政からは聞く）場があればいい。 
・ 住民投票の前にアンケートを実施。順を追って市民意見を吸い上げる仕組みが必要。 
・ 投票前にアンケート結果があればかなり溝が埋まる。 
 
【住民投票を行う場合の留意点】 
・ 短絡的な賛成反対にならないような工夫が必要。 
・ どのテーマについてどこまで議論したかを示すこと。 
・ メリット・デメリットがきちんと示された上で実施すべき。 
 
【住民投票の結果の取り扱いについて】 
・ 住民投票に決定権を持たせるかどうか。 
・ 市長は投票結果を尊重すべき。 
・ 住民投票の結果がでても最終決定は議会 
・ 最終決定するためにいろいろなことに関心を持つ議員であってほしい。 

資料２ 
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さらに議論を深めてみた 
 
【どんなときに、どんなテーマで住民投票を実施するか】 
・ 民意を問う問題⇒構造的な汚職や議会が停滞したとき 
・ 合併などの大きな転換時 
・ まちの将来を考える場合 
・ 市長の特権｢議論も尽くしていよいよというとき｣ 
・ 市民の多くが関心があり、住民生活への影響が大きいもの。 
 
【住民投票の実施の条件、必要な仕組みとは何か】 
・ 住民投票以外にも多様な住民意思表示の場があること 
・ 住民の日頃の参加、意識が大切  

⇒参加の仕組み、情報提供の仕組み、議員や行政の仕組み 
・ 住民が二分されないような中間的な方法 
・ 理解しやすい情報の出し方 
・ 判断材料をもれなく示し、一票の重さを感じられる前段。⇒重みを決意できる仕組み。 
・ しっかりとした議論 
・ しこりを残さない仕組み 
・ 市民がどれほど真剣に考えるか 
・ 有権者がどれだけ真剣に向き合うか。議員が政治生命をかけて民意と対決するか。 
・ 市民との信頼関係 
・ 住民投票は強い位置づけで尊重すべき 
・ 一部の地域単位での投票 
 


